









 学 位 授 与'の 要 件
最終学歴
学位論文題目
  こわた いさむ
  古和田 勲(福島県)
  医学博士
  医 第 789. 号
















           1緒言
 中耳腔 に貯留 液があらわれ, 為に伝音障害をき たす所謂滲出性中耳炎 は最近増加 の傾向にあ り,
                             ロお
 小児では粘稠性の貯留液, 成人では漿液性のものが多く見られ, 前者は giロe ear と呼ば
 れ小児難聴の大 半を 占め病態の解明が望ま れている。 近年この中 耳, 耳管領域の研究 にも電子顕
 微鏡による観察が導入され, 貯留 液の源泉 を細胞レベルから再検討する必要性が強調され, 活発
 な研究が行なわれ出 したが, いまだ充分なる観察とは言いがたい現状である。 今回私は, 単純な
 骨胞で中耳腔が形成 され た動物と高度 に複雑な含気腔をなす動物 にかいて, 正常時にむける 中耳
 耳管粘膜上皮細胞の分布様式と上皮細胞の構築を観察せんと試み, かつ人 生検 例の中耳粘膜も比
 較 検討 せんと企だてた。 今後ま すま す活発 に行まわれると思わ・しる実験的研究, 臨床 生検の為に,
 その基 礎的 指標 を作 らんと考えたからであ る。
           五 研究対象と方法
 健康なモルモツ ト, チンチラ, 猿を用いた。 又粘膜病変の少い人の生検標本も用いられた。 初
 めにモルモットで, 銀反応を用いた Surface Preparati o畔 Techロ ique で光学顕微
 鏡下中耳腔各部の上皮の表面像を観察 した。 次いでモルモット, チンチラ更に含気化の高度 に発
 達 した猿璽中耳, 耳管 の各部分より粘膜を採取固定 し光学顕微鏡学的, 電子顕微鏡学的に 比較観
 察 し・ これに人生検標本の検討も加えた・
           皿結果
 ① 1モルモット中耳各部の表面構造
 耳管の中耳口及 びこ こから固有中耳腔への移行 部で は, 小型の細胞が密に敷詰め られて配列 し,
 鼓室では大, 中, 小型 の上皮細胞が混在 し, 時には小型のもの数個あるいは中型の上皮数個が島
 状 に群をな しながら入 りまじっている島状配列をな し, 次第に上 鼓室 に向うにつれ上皮は大型の
 ものが多く見られる様にな り上鼓室 部ではほとん ど大き い上皮細胞のみで被われている 様子が明
 瞭なコン トラス トで観察された。
 爾 モルモット・ チンチラ ・猿の中耳及 び耳管各部の粘膜上皮 の孝学顕微鏡的・ 電子顕徹鏡学的観察
 イ) モルモットでは, 上鼓室では一層 で扁平な線毛 も分 泌顆粒も持たない上峰細胞が大部分
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 だが, 鼓室に移ると, 線毛細胞, 杯細胞, 基底細胞, 無線毛細胞と多彩な種類が見られる様に
 なりこれ等が立方状, 耳管 に近ずくにつれ高い円柱 状を示す様になり, Pseudostrati
 fiedの配例を示 して来る。 耳管との移行 部及 び岬角 部でも見られるが上皮細胞の他 に電 子密
 度の高いdゴrk gra・n ulated cel lやこれ と杯細胞の中間型とも見られる明暗両種の分
 鱒粒を持つたi尋te rmediary ce11 が活発に見られる様繊 る・ 中恥近くの弊裂
 部では一層の扁平 な細胞 だが,次 いで耳管 では線毛細胞が密に配列する が杯細胞 も介在 し耳管の
 鼻咽腔側 2/3 の 部分で は粘 膜下 に 多数 のS ero- mucousな腺組織 が存 在 し, 線毛細胞が多
 く見 られ る導管が耳管 に開口 して“た。 杯細胞ではゴジ ル体・ dark granu豆ated ce H
 及 び腺の 漿液細胞では粗面小胞体の層 状配列, inte rlmedi ary ce11 では多彩な分泌顆
 粒等 が微細構造 上の特 徴であっ た。
 ・) チンチラはモルモットより含気 腔の発達 した中耳骨胞だが上記モルモットで見られた上
 皮細胞の配列と略々同 じ配列で, 分 泌細胞の種類にモルモツ トでは見られ なかった構造のもめ
 が耳管上皮で観察された。 即 ち中心部に 電子密度 の高い 芯を持ち周辺があかるくそまる分泌 顧
 粒群を持ち, 粗面小胞体が漿液細胞に似て層状に配列 して いる分泌細胞が見られたが, 他の点
 ではま つた くモルモットの上皮 構築 と同じで あった。.
 ハ) 猿 (Squirlel monkey) 猿は含気腫の発達も人聞の側頭骨を縮少した如くに酷
 似 しているが中耳, 耳管の各種上 皮細胞の分布及 び構築 は基本的にはモルモツ トと同 じであっ
 た。
 二) 最後に人中耳岬角部より採取 した標本の微'細構造 を上記観察と比較 したが, 杯細胞, 線
 毛細胞, 無線毛細胞, 基底細胞が認められ. や』高めの立方型をな して観察された。 この限定




 ① 単純な構造6中耳でも 複雑な含気腔をな す動物でも中耳, 耳管の上皮構築は _定 O基本形
 態によって分布されてい る。 即 ち中耳には無線毛細胞, 線毛細 胞, 基底細胞, 杯細 泌を初 めとす
 る多種の分泌細胞が上記の如く存在 し, これ等によって一定のserO -mucOUs な分 泌物があ
 'り, これによってMuco-ciliar1 System が正常に 営なま れていると考察された。
 ② これを, 銀反応を活用 したSurface preparation technique で広く観案ずる
 こと は一つの新 しいア プ・ 一チ で今後も病変の全体像の把握に有効と思 われた。
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 審査結果の要旨
 中耳カタル, 滲出性中耳炎等の 名称で呼ばれ てき た一 連の中耳腔内に液貯 溜を 示す 疾患 が最近
 増加 している。 その成因は従来より耳管狭窄, 或は耳管 機能不全によって発来せる非炎症性疾患
 と して把握する概念, 炎症を主体として発来するとみなす見解, 或は両者の混在, 更には病変の
 経過, 広がりに蔚ける差異等 各々その立場に拾いてかな りの複雑さをもって理解され, 統一的
 見解にま では達していない。
 最近本疾患 成立の 機転についての再検討 がさ けばれ, 特 に本疾患を耳管の病変 と同 時に中耳腔
 粘膜の病変と して解析せんとする多く の報 告がなさ れている。
 著者は以上の問題をふまえ, まず各種正常動物 (モルモッ ト, チン チラ, 猿)の中耳粘膜につ
 き光学顕微鏡的検索を行い, 続いて病変時粘膜の病態観察にまで発展せ しめんと考えた。
 本論文の要 旨は 正常粘膜パターンの把握 とその微細構造についてであ り, 従来よ り中耳粘膜は
 立方上皮, 或は扁平上皮に覆われ分泌機能を有する細胞の存 在は強調され て沿 らなかったが, 今
 回の検 索に よ り耳管 粘 膜を形成する 円柱 線毛 上皮は耳管中 耳開口部 及び その 鼓室内務 行部にまで
 進展 し, その間に杯細胞を介在せしめている。 鼓室腔を周辺に進むにつれ細胞構成はわづかの線
 毛上皮と無線毛細胞, 基底細胞からな り, この無線毛細胞中には dark granulated cell,
 interm己dlary cell, と称せられる 分泌顆粒を有する細胞が多数介在し, これら細胞及ぴ
 粘膜下腺組織からの分泌物によって一つの mucous bl anket を作成 し, 耳管及び中耳腔のク
 リアランスをつかさ どる。
 これ らの sys tema hc な細胞パターンが病変時如何様に変遷 し, 或は所謂中耳腔内液貯溜の
 現象を発来 せ しめる か今後の検索に大きな足がかりをあ たえ 得る ものと考える。
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